
議会評価意見書③ 

事 業 名 3-21 生活困窮者家計改善支援事業 

議 会 評 価  改善・効率化し継続 

【評価説明】 

生活困窮者は、個々様々な事案を抱えており、自立を促すことは大変

難しいと思われる。自分の家の経済状況を第三者に知られたくないと考

える人が多いため、事業推進には、目的の理解と信頼関係の醸成が必要

である。 

その上で、効果的な支援を行うためには、それぞれの専門的知見をも

って「包括的」な支援を行うため関係機関との連携を強化した取組が求

められる。 

生活困窮者が、生活設計に困難を感じた時に身近な相談先として自立

支援センターが、あることを周知することが望まれる。 

費用対効果をみると効果があまり出ていないため、事業手法等につい

ても改善が必要である。 
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